加賀ふるさと検定・おもてなし講座開催事業の概要
　　

事業目的　：　市民の意識向上と日本一のおもてなしのまちを目指し、「加賀ふるさと検定」と「おもてなし講座」を実施する。
事業概要　

　１　事業年度　 H25年度　～
２　事業内容  市民の意識向上と日本一のおもてなしのまちの実現に向け、加賀ふるさと検定とおもてなし講座を開催。

          ①加賀ふるさと検定 －  検定試験(初・中・上級)を通じて、ふるさとへの愛着を高め
るとともに、市の歴史や文化、自然等に理解を深めるととも

に、ふるさと加賀市についての習熟度を確認するツール。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H25.12/1に加賀ふるさと検定を実施。267名が受験し、

うち62名が合格。

　　　　　　

②おもてなし講座　－   加賀市の地域住民が講師となり、参加者と共に体験や経
験を通じて、「気づき」と「学び」の機会を提供し、市民1人ひとりのもてなし力を向上させる体験型講座。

　　　　　　　                     H25年度は3回（テーマ：温泉と癒し文化、武家文化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  と心遣い、食と器）実施。
３　事業主体 加賀ふるさと検定・おもてなし講座実行委員会

4　 事業費　 1,211,761円　（講座開催費、問題作成費　ほか）　
財源内訳　
負担金　 　　  660,000円（加賀商工会議所、山中商工会 等）
  受験・受講料  305,750円（受験者・参加者より)

　 補助金　　　　　300,000円（市より）
　　　　　　　　　　　　　　  その他　　　　　　　　　　11円（預金利子）
5  事業成果　：　ふるさとやおもてなしに対する意識の高揚に寄与、生涯学習への動機つけ、ふるさとへの愛着を高めることができた。　H26年度に第2回加賀ふるさと検定を予定しており、第1回の反省点も含め、今後、継続していくものとする。
